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夏休み体験講座
「身体で測って作る段ボールカメラ制作ワークショップ」

西 貝 雅 人＊

　本公開講座は夏休みに親子で参加できるカメラ制作ワークショップとして実施した。
ワークショップは凸レンズ（虫眼鏡）と段ボールで制作し、感光紙はドライ青焼き用紙
（商品名コピアート）を使用した。
　参加者は小・中学生とその保護者とした。今回のワークショップのポイントは参加対象
とした年齢において、定規を使わずに目測と手の感覚といった身体で測りながらカメラを
作れるかどうかだった。結果は保護者の助けを受けながらすべての参加者がカメラの制作
に成功したが、写真の現像では画像を得るに至らなかった参加者も散見された。しかしな
がら、完成したカメラのファインダーを覗いて「え、なにこれ」とつぶやきながら微笑む
子どもと、子ども以上に「なんだこれ！」と驚きの声を隠さなかった大人の姿が見られた
ことは、手作りカメラには大人も子どもも惹きつける魅力があることの証左だろう。
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１．概　要

本講座は夏休み中に親子で参加できる公開講
座「ダンボールと虫眼鏡でカメラを作って写真
を焼こう‼」と題して､ 2015年８月４日に東京
情報大学で実施した。
対象は小学生から中学生までとし、応募が
あった小学一年生から中学二年生の合計31名が
参加した。参加者は保護者と一緒に参加し、共
同で制作した。

２．目的と試み：身体を使って測って作る

本講座の目的は、凸レンズと廃ダンボールを
用いた簡素なカメラを作り日光写真を制作する
クラフトワークを通じて、基礎的な情報教育を
行うことにある。
一見、このような手工芸的な作業は情報教育
とは無縁のものに見える。しかし「もの造り」
の観点から見た場合、情報機器の構造や、機器
から生産されたプロダクトがどのような意味や
価値を持つのかという社会関係の学習という点
についてはメディアリテラシーの学習と共通項
を見出せる。
さらに特筆すべき点として、今回のワーク
ショップでは保護者の助けをうけながら参加者
が定規を使わずに目測と手の感覚だけで制作
が可能かどうかということも試みた。通例、こ
うしたクラフトワークは図面を起こして部材を
素材から切り出して組み上げる方法がとられる
が、時間がかかることと低学齢向けの参加者に
は難易度が高いことが難点だった。そこで今回
はあえて定規を使わずに自分の身体の感覚だけ
で教示に従いながら長さを測ったり曲げたりし
てカメラを完成させられるかどうかを試行した。

３．カメラを作り印画紙を現像する

カメラは直径50～80㎜の虫眼鏡とダンボール
（24缶入りの飲料水用程度の大きさ）を材料と
して参加者に用意させた。印画紙は主催者側で
用意したドライ青焼き用紙（商品名：コピアー

ト）を使用した。

２−１　カメラ制作
参加を呼びかけた対象年齢が幅広く、特に中
学年児童は設計図をもとにダンボールから部材
を計測して切り出して制作することが困難なこ
とが予測されたため、講師が手順を示しながら
可能な限り定規を使わずに必要な長さの見当が
つけられる方法で制作の教示を行った。教示の
手順は表１に示す。

２−２　撮影と現像
カメラが完成したら撮影位置に移動し、撮り
たい被写体をファインダースクリーンに合焦さ
せ、内箱に合焦した位置をマークする練習をさ
せた。
次に感光紙をスクリーンボードに取り付けた
ファインダースクリーンの前に貼り付けた。
感光紙のセットは完全暗黒の部屋で行う必要
はなく、電気を消した薄暗い部屋でできる。そ
の後レンズを手で覆って感光紙に光が入らない
状態にして撮影位置に戻り、マークした合焦点
位置に内箱をスライドさせて、10～15分の露光
をかけた。
露光が終了したら屋内に戻り、感光紙をとり
だして現像する。現像はアイロンを中程度に熱
し、タオル等を下敷きにして感光紙の裏から熱
をかけた。

４．まとめ

カメラの制作に失敗した参加者はおらず、す
べての参加者がスクリーンに画像を合焦させる
ことができた。したがって本ワークショップで
の試行は成功したといえよう。　
この結果は規格化されていない素材を使用し
て物を作ろうとするときの人間の身体の柔軟性
がカメラの制作というクラフトワーク行為を通
じてどのようにして発揮されているのかという
問題提起を含んでいるように思われる。特に初
めてこのような体験をする低学年の児童や生徒
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が、他者の助けを得ながら何を手掛かりとして
長さや大きさを知覚し、実用的なプロダクト
を作るのかという問題は知覚学習（perceptual 
learning）（１）の問題として捉えることができる。
このような制作作業における知覚学習の研究
は少なく、未解明の部分が多い。しかしこのよ
うな制作の過程における「学び」の様態を明ら
かにすることで、作品制作が「作って終わり」
ではない重要な情報教育の一領域として位置付
けることができるのではないだろうか。

【注】

（１）知覚学習とは知覚に依存しつつ環境や対象に
対する持続的な観察や探索を行い、それまで
利用していなかった情報を利用できるように
なることを指す。
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表１　教示の手順

１．虫眼鏡からレンズを外し、屋外の景色を壁に結像させておおよその焦点距離の値を把握させる。（図１）
２．カメラがａ . 内箱とｂ . 外箱ｃ . レンズボードで構成されていることを見本で示す。
３．カメラの内箱の長辺を１で算出した長さ＋親指と人差し指を広げた程度の長さ（100㎜前後）を目安
としてダンボールから切り出す。

４．内箱部分の立方体４面分をダンボールから切り出して作る。短辺で構成される二面は作らない。次
に黒ケント紙で内箱を支持体にして、隙なく包むように巻く。この時、緩すぎずにスライドするよ
うに巻き加減を調節する。

５．外箱の長辺の長さは内箱の長辺の長さから人差し指一本分（約50㎜）になるように調節させる。
６．外箱の短辺側をダンボールに押し当て、縁をトレースしてレンズボード部分を切り出す。次にレン
ズボードに対角線を引き中心を出してレンズを置き、縁をトレースする。次にトレース線の一回り
内側にレンズホールを開ける。

７．レンズホールに黒ガムテープで隙間を作らないようにレンズを固定する。
８．レンズボードを外箱の短辺部分に取り付ける。
９．内箱の短辺部分をダンポール押し当て、６と同様の手順でスクリーンボードを切り出す。人差し指
の先程度（約10～15㎜）のフレームを切り出し、穴にスクリーン（白色無地のビニール片）をシワ
にならないように貼り付ける。

10．外箱に内箱を差し込んで完成。
＊講師は適宜参加者に対してサポートを行った。
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図１　焦点距離の測り方
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図２　カメラ部材の構成




